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広報とんだばや広報とんだばやしし
を毎月発行してを毎月発行していい
まますす

　
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
町
会
（
自
治
会
）
に

加
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
、　２６

年
　
月
　
日
、
本
市
、
本
市
町

１２

１８

総
代
会
、（
公
社
）
全
日
本
不
動

産
協
会
大
阪
府
本
部
大
阪
南
支

部
の
３
者
な
ら
び
に
、
本
市
、

本
市
町
総
代
会
、
大
阪
府
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
南
大
阪
支
部

の
３
者
そ
れ
ぞ
れ
で
「
富
田
林

市
に
お
け
る
町
会
・
自
治
会
加

入
促
進
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
や

核
家
族
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、

町
会
（
自
治
会
）
へ
の
加
入
率

が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
や
防
災
、
防
犯
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

に
は
、
日
頃
か
ら
の
地
域
の
つ

な
が
り
が
非
常
に
重
要
な
役
割

を
担
い
ま
す
。

　
同
協
定
書
の
締
結
に
よ
り
、

両
協
会
の
会
員
で
あ
る
不
動
産

業
者
の
店
舗
な
ど
に
お
い
て
、

新
規
入
居
者
や
住
宅
購
入
者
な

ど
に
町
会
（
自
治
会
）
の
加
入

案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
や
加
入
の

働
き
掛
け
を
し
て
も
ら
う
な

ど
、
本
市
と
本
市
町
総
代
会
、

両
協
会
が
連
携
・
協
力
し
て
、

町
会
（
自
治
会
）
へ
の
加
入
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
、「
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」「
将
来
に

わ
た
っ
て
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
と
地
域
社
会

の
発
展
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。
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町
会
（
自
治
会
）
に
ご
加
入

く
だ
さ
い

　
今
後
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
町
会（
自
治
会
）

に
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
４
者
が
連
携
・
協
力
し
て

町
会
（
自
治
会
）
へ
の
加
入
促

進
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

～地域社会の発展をめざして～

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
そ
の
電
話
！

還
付
金
に
関
す
る
詐
欺
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
最
近
、
電
話
で
市
役
所
・
年

金
事
務
所
職
員
を
名
乗
り
、
医

療
費
や
保
険
料
な
ど
の
還
付
が

あ
る
と
称
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
払
機
）
へ
誘
導
し
、

現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す

る
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
　
医
療
費
な
ど
の
還
付
金
の
受

け
取
り
に
つ
い
て
、
市
役
所
な

ど
の
公
的
機
関
が
電
話
や
訪
問

に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
す
る
よ

う
に
促
し
た
り
、
預
（
貯
）
金

口
座
の
暗

証
番
号
を

聞
き
出
し

た
り
す
る

こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　「
還
付
金
」が
あ
る
の
で
、「
携

帯
電
話
」を
持
っ
て
、「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」

へ
と
言
わ
れ
た
ら
還
付
金
詐
欺

を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

警
察
官
を
装
う
不
審
な
電

話
が
急
増
し
て
い
ま
す
！

　
ま
た
、
警
察
官
を
装
い
、
預

（
貯
）
金
口
座
が
悪
用
さ
れ
た

な

ど
と
不

安
を

あ

お
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
現
金
を

だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
詐
欺
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
最
近
で
は
現
金
を
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
送
ら

せ
る
詐
欺
の
手
口
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

も
し
不
審
な
電
話

が
か

か
っ
て
き
た
ら
…

　
こ
の
よ
う
な
詐
欺
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
手
口
が
あ
り
、
最
近
は

そ
の
手
口
が
さ
ら
に
巧
妙
化
し

て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
指
示
に
従
わ
ず
、

必
ず
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、

府
警
察
本
部
府
民
安
全
対
策
課

〔

０
６
（
６
９
４
３
）
１
２

３
４
〕
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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付
金
詐
欺
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警
察
官
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装
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不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　
広
報
と
ん
だ
ば
や
し
は
、
町

会
（
自
治
会
）
な
ど
を
通
じ
て

ご
家
庭
に
配
布
す
る
他
、
市
の

公
共
施
設
や
市
内
ス
ー
パ
ー

〔
ダ
イ
エ
ー
富
田
林
店
、
エ

コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
（
イ
オ
ン
金
剛

東
店
）、
万
代
梅
の
里
店
、
ラ
イ

フ
滝
谷
店
〕
に
も
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
３
２
６
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



３

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

に
要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
府
な
ど
が
実
施
す

る
同
治
療
費
助
成
制
度
の
承
認

を
受
け
た
、
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
夫
婦
を
対
象
に
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
分
の
申
請
期
限
は
、

２６
３
月
　
日

、
ま
た
は
府
な
ど

３１

の
同
治
療
費
助
成
制
度
の
承
認

を
受
け
た
日
か
ら
　
日
以
内
の

１４

い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
で
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
案

内
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
請
書
も
同
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
　
太
陽
電

池
の
最
大
出
力
が
　
㌔
ワ
ッ
ト

１０

未
満
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
（
未
使
用
品
に
限
る
）

対
象
者
　
　
年
４
月
１
日
以
降

２４

に
、
自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住

す
る
市
内
の
住
宅
（
集
合
住
宅

を
除
く
）
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
、
　

年
３
月
　
日

ま

２７

３１

で
に
、
電
力
会
社
と
電
力
需
給

契
約
を
締
結
し
た
人

※
た
だ
し
、
過
去
に
こ
の
補
助

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
に
限

り
ま
す
。

補
助
金
額
　
対
象
シ
ス
テ
ム
の

最
大
出
力
１
㌔
ワ
ッ
ト
に
つ
き

３
万
円
で
、
上
限
９
万
円
ま
で

申
し
込
み
　
３
月
　
日
（
土
・

３１

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
　
分
）
ま
で
に

３０

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し

て
市
役
所
４
階
み
ど
り
環
境
課

ま
で
持
参
（
郵
送
不
可
）

※
３
月
に
申
請
を
考
え
て
い
る

人
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
申
し

込
み
用

紙
お
よ

び
申
し

込
み
要

領
は
み
ど
り
環
境
課
で
配
布
、

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各

課
の
ペ
ー
ジ「
み
ど
り
環
境
課
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
4
3
2
）

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
に

自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す
る

住
宅
な
ど
に
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
に
設
置

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

住宅用太陽光発電システム設置補助金の

申請受け付けは３月までです
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 四季雑感　　　富田林市長　多田　利喜

　例年のごとく、年始の諸行事や新年度予算の編成など、多忙な時

期を過ごし、気が付けば年明けから、はや一月近くがたちました。

　今年は、春に統一地方選挙が予定されており、私の任期も残すと

ころ２カ月余りとなりました。本稿の執筆に際しましても、この

間のさまざまなことが脳裏に浮かんできます。

　市政を担っていく中で、私の一番強い思いは、本市で育った子ど

もたちが、将来いろいろな分野において輝く存在になってほしい

ということです。

　昨年、本市中学１年生の生徒が、「全日本青少年空手道選手権大

会」で見事に優勝し、モスクワで開催された世界大会に日本代表と

して出場しました。

　また、毎年、本市から数名の若者が国際協力機構（ＪＩＣＡ）の

青年海外協力隊員として世界各地に派遣され、地域の人たちと協

働し、地域の発展に貢献するなど立派に実績を残しています。

　人にはそれぞれ個性がありますが、その個性をいかに生かしき

るかが大切だと思います。そして、その結果として優秀な成績を

挙げたり、地域や地域の人たちに貢献できたりすれば、そんな素晴

らしいことはありません。先般、少年サッカーチームや少年野球

チームの皆さんとも面談しましたが、指導者をはじめ関係者の皆

さんの日頃の努力に感謝するとともに、子どもたち一人一人の輝

く姿を見て、大変心強く感じました。

　将来を担う子どもたちのために、今、われわれ大人が果たすべき

責任は非常に大きいと思います。

　どうぞこれからも、本市で育った子どもたちが、それぞれの未来

で輝けるよう市民の皆さんのご支援、ご協力をお願いします。
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玄

源
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４

　
市
役
所
１
階
市
民
窓
口
課

で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
受

け
取
り
が
で
き
ま
す

●
申
請
手
続
き
が
で
き
る
人

日
本
国
籍
を
有
し
、
か
つ
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
市
外
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
が
単
身
赴
任
な
ど
で
市

内
に
居
住
し
て
い
る
人
（
居
所

申
請
）

※
居
所
申
請
は
、
別
途
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
市
役
所
で
取
り
扱
い
で
き
る

業
務

①
新
規
申
請
、
切
替
新
規
申

請
、
訂
正
新
規
申
請
、
②
記
載

事
項
変
更
申
請
、
③
査
証
欄
増

補
申
請
、
④
紛
失
届

※
必
要
書
類
、
手
数
料
、
所
要

日
数
な
ど
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給

事
務
が
事
務
委
託
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
　

年
　
月
～
、
太
子

２６

１０

町
・
河
南
町
・
千
早
赤
阪
村
に

お
住
ま
い
の
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
と
受
け
取
り
が
市
役
所

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
役
所
で
の
受
付
時

間
な
ど
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
従
来
通
り
、
府
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６
９
４

４
）
６
６
２
６
〕
で
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

市役所でパスポートの

申請手続きができます

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
一
般
旅

券
発
給
申
請
書
に
添
付
の
案

内
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
市
役
所
の
ご
案
内
「
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
同
申
請
書
は
、

市
役
所
１
階
総
合
案
内
お
よ
び

金
剛
連
絡
所
、
そ
の
他
の
申
請

書
に
つ
い
て
は
市
役
所
１
階
市

民
窓
口
課
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
で
の
み
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
６
）

　
年
消
防
白
書

２６

　
火
災
の
内
訳
は
、
建
物
火
災

　
件
、
車
両
火
災
５
件
、
林
野

１７火
災
１
件
、
そ
の
他
の
火
災
が

８
件
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
原
因

別
に
み
る
と
、
多
い
も
の
か
ら

放
火
（
疑
い
を
含
む
）、
た
き

火
、
電
気
関
係
、
た
ば
こ
の
順

と
な
り
ま
し
た
。

　
冬
季
は
、
火
を
使
う
機
会
も

多
く
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
な
お
一
層
の
火
の
用
心
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
で
の
救
急
車
の

出
動
件
数
は
５
５
１
５
件
で
、

昨
年
よ
り
　
件
減
少
し
ま
し

３６

た
。
そ
の
内
訳
は
、
急
病
３
５

４
８
件
、
一
般
負
傷
９
５
６

件
、
交
通
事
故
５
５
２
件
、
そ

の
他
４
５
９
件
で
し
た
。

　
市
消
防
本
部
管
内（
太
子
町
、

河
南
町
、
千
早
赤
阪
村
を
含

む
）
全
体
で
の
救
急
車
出
動
件

数
は
６
６
４
３
件
で
し
た
。

　
体
の
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た

と
き
に
は
早
め
に
近
く
の
医
療

機
関
を
受
診
し
、
救
急
車
の
適

正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔

　
１
１
２
５
〕

（２５）

　
　
年
の
市
消
防
白
書
が
ま
と

２６
ま
り
ま
し
た
。
市
内
で
の
火
災

発
生
件
数
は
　
件
で
昨
年
よ
り

３１

３
件
増
加
し
、
死
者
は
２
人
、

負
傷
者
は
１
人
、
損
害
額
は
約

２
９
８
０
万
円
で
し
た
。

春の
全国火災予防運動
もういいかい
　　火を消すまでは
　　　　　　まあだだよ

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発

生
し
や
す
い
こ
の
時
期
に
、
防

火
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
３
月
１
日

～
７

日

ま
で
全
国
一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
　
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
の

発
生
や
拡
大
を
防
止
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
尊
い
生
命
や
貴
重

な
財
産
を
守
る
た
め
、
火
災
防

止
対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
７
４
０
０
〕

（２５）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



５

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
生
活
習
慣
に
気
を

付
け
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生

き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め

ざ
し
、
　

年
１８

３
月
に
「
健

康
と
ん
だ
ば

や
し
　
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

２１

　
そ
の
後
、
国
の
「
　
世
紀
に

２１

お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

（
健
康
日
本
　
）
」の
最
終
評
価

２１

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
第
二
次
計

画
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
健
康
寿
命

の
延
伸
な
ど
を
め
ざ
し
て
「
健

康
と
ん
だ
ば
や
し
　（
第
二
次
）

２１

及
び
食
育
推
進
計
画
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
計
画
の
素
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

意
見
な
ど
の
募
集
期
間
　

２
月
２
日

～
　
日


２７

素
案
の
閲
覧
方
法

２
月
２
日

～
、
市
役
所
（
情

報
公
開
課
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

金
剛
連
絡
所
、
中
央
・
金
剛
図

書
館
、
中
央
・
金
剛
・
東
公
民

館
、
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
、
す
ば
る
ホ
ー

ル
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市

民
会
館
）
、
総
合
福
祉
会
館
、
け

あ
ぱ
る
、
か
が
り
の
郷
、
市
民

総
合
体
育
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
、
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
市
役
所
の
ご
案
内
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す

意
見
な
ど
の
提
出
方
法

２
月
　
日

（
消
印
有
効
）
ま

２７

で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ご
意
見
を
記
入
し
、
は
が
き
、

封
書
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で

５
８
４
・
０
０
８
２
向
陽

台
一
丁
目
３
の
　
　
保
健
セ
ン

３５

タ
ー
〔

　
7
7
6
0
・
Ｅ
メ
ー

（２９）

ルk
e
n
k
o
su
is
in
@
c
ity
.to
n
d

a
b
a
y
a
sh
i.lg
.jp

〕
へ
　

※
直
接
持
参
も
可
。
電
話
で
の

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
ととととととととととととととととととととととととととととと
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ややややややややややややややややややややややややややややや
ししししししししししししししししししししししししししししし

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次

「
健
康
と
ん
だ
ば
や
し
　
（
第
二
次
））））））））））））））））））））））））））））））

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１

及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

及
び
食
育
推
進
計
画
」
のののののののののののののののののののののののののののののの
素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
ににににににににににににににににににににににににににににに

素
案
に
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

対
す
る

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククククククククククククク
コココココココココココココココココココココココココココココ
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
を
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

施
し
ま
す

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、

反
映
で
き
る
よ
う
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
個
別
に

回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

選
挙
の
日
程

府
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
＝
４
月
３
日

、
投
票
＝

４
月
　
日


１２

※
こ
の
選
挙
よ
り
府
議
会
議
員

は
「
富
田
林
市
・
大
阪
狭
山
市

お
よ
び
南
河
内
郡
」
の
選
挙
区

で
議
員
定
数
２
人
に
変
わ
り
ま

す
。

４月は

統一地方選挙

です

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ
び

市
長
選
挙

告
示
＝
４
月
　
日

、
投
票
＝

１９

４
月
　
日


２６

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
お

よ
び
市
長
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会

　
同
説
明
会
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

と
き
　
２
月
　
日

、
午
後
１

１２

時
　
分
～
４

３０
時
ご
ろ

と
こ
ろ
　
市

役
所
４
０
１

会
議
室
　

※
出
席
は
、
立
候
補
予
定
者
１

人
に
つ
き
３
人
以
内
に
限
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

整骨院・接骨院、はり・ 灸 ・あん
きゅう

ま・マッサージのかかり方

　整骨院・接骨院で柔道整復師による施術を

受けられた場合や、はり・灸・あんま・マッ

サージを受けられた場合の健康保険の対象は

次のとおりです。

●整骨院・接骨院で柔道整復師による施術を

受けられた場合

骨折、脱臼、打撲、捻挫（肉離れを含む）

※骨折・脱臼については、緊急の場合を除き

あらかじめ医師の同意が必要です。

※単なる肩凝りや腰痛などに対する施術は保

険の対象にならず全額自己負担となります。

●はり・灸・あんま・マッサージなどを受け

られた場合

《はり・灸》　神経痛、リウマチ、 頸  腕 症候群、
けい わん

五十肩、腰痛症、 頸  椎 捻挫後遺症、その他慢
けい つい

性的な 疼  痛 を主症とする疾患
とう つう

《あんま・マッサージ》　筋まひ、関節拘縮な

どで医療上マッサージを必要とする症例

※保険の適用には、あらかじめ医師の発行し

た同意書または診断書が必要です。

※単なる疲労回復・慰安を目的としたものや、

疾病予防のためのマッサージなどは保険の対

象とならず全額自己負担となります。

問い合わせ　国民健康保険に加入している人

は保険年金課（内線１５０）、後期高齢者医療保

険に加入している人は府後期高齢者医療広域

連合給付課〔０６(４７９０)２０３１〕
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２
月
は
河
川
の
水
質
改
善
に

取
り
組
む
月
で
す
。

　
河
川
の
水
の
汚
れ
の
原
因

は
、
約
８
割
が
台
所
や
風
呂
、

洗
濯
な
ど
の
家
庭
か
ら
出
る
生

活
排
水
で
す
。
各
家
庭
か
ら
出

る
生
活
排
水
を
少
し
ず
つ
減
ら

す
こ
と
で
、
河
川
の
水
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
２
月
はははははははははははははははははははははははははははははは

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

水
質
改
善
強
化
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

～
快
適
な
暮
ら
し
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
～

　
本
市
で
は
、
生
活
排
水
対
策

の
一
環
と
し
て
、
東
条
、
通
法

寺
、
彼
方
上
地
区
な
ど
を
対
象

に
、
市
設
置
型
浄
化
槽
整
備
推

進
事
業
を
実
施
し
、
水
洗
化
と

水
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

を
採
用
し
、
市
に
代
わ
っ
て
民

間
事
業
者
が
営
業
か
ら
工
事
ま

で
一
括
し
て
実
施
し
、
設
置
さ

れ
た
浄
化
槽
は
市
が
責
任
を

持
っ
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
　
月
末
ま
で
に
、
設
置

１２

本
市
の
生
活
排
水
対
策

　
　
年
１
月
１
日
現
在
の
申
請

２７
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま
し

た
。
　
同
名
簿
は
、
２
月
　
日

～

２３

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す

　
周
辺
の
生
活
環
境
を
良
好
に

保
つ
こ
と
は
、
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
で
す
。
犬
・
猫
な
ど
の
家

庭
動
物
が
他
人
を
傷
付
け
た

り
、
近
所
に
迷
惑
を
掛
け
た
り

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
な
ど
に
注
意
し
て
責
任
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
犬
を
飼
わ
れ
る
際
は
、
飼
い

犬
登
録
を
し
て
、
狂
犬
病
予
防

注
射
を
年
に
１
回
必
ず
受
け
ま

し
ょ
う

■
フ
ン
や
尿
は
き
ち
ん
と
始
末

し
て
、
臭
い
や
鳴
き
声
で
近
所

に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

■
猫
は
、
で
き
る
だ
け
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う

■
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま

し
ょ
う

■
数
が
増
え
す
ぎ
て
、
責
任
を

持
っ
て
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
な

ど
に
よ
り
繁
殖
を
制
限
し
ま

し
ょ
う

※
飼
い
犬
・
猫
に
対
し
て
、
不

妊
・
去
勢
手
術
の
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

３
月
９
日

の
間
、
市
役
所
４

階
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で

縦
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

　
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
河
川

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
家
庭
か

ら
の
汚
れ
た
生
活
排
水
を
少
な

く
す
る
取
り
組
み
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

生
活
排
水
を
減
ら
す
工
夫

○
残
さ
な
い

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、

残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

計
画
７
７
５
基
の
う
ち
４
９
７

基
の
設
置
を
終
え
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
か
ら
「
ト
イ
レ
が
快
適

に
な
っ
た
」「
水
路
が
き
れ
い
に

な
っ
た
」
と
い
う
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
事
業

に
反
対
す
る
一
部
の
住
民
か
ら

起
こ
さ
れ
て
い
た
係
争
も
終
結

し
ま
し
た
。

　
同
事
業
対
象
地
区
で
ま
だ
浄

化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
な
い
皆

さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
㈱
Ｆ
Ｊ
Ｓ
〔
０

８
０
０（
２
０
０
）
２
２
２
０
〕、

ま
た
は
下
水
道
課
（
内
線
２
６

１
、
２
６
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

○
拭
き
取
る

食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚

れ
は
、
布
や
紙
で
拭
き
取
っ
て

か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う

○
流
さ
な
い

食
べ
残
し
や
調
理
く
ず
は
直
接

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

犬・猫などの

飼育マナー
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～
未
来
に
つ
な
が
れ
　

年
の
あ
ゆ
み

　
年
の
あ
ゆ
み
～

!!
1010

第
　
回
市
民
活
動
わ
く
わ
く
広
場
 

10
　
　
　
　
　
　
  　
 と
ん
だ
ば
や
し

in

ひ
ろ
と

ひ
ろ
と
んん　最低賃金制度とは、国が賃金の最低額を定め、使用者はその額

以上の賃金を労働者に支払わなければならないとする制度です。

　最低賃金には、府内全ての労働者を対象とする「府最低賃金」

と、特定の産業の労働者を対象とする「特定（産業別）最低賃

金」とがあります。それぞれ原則としてパート、臨時、派遣、ア

ルバイトなどを含む全ての労働者に適用されます。

　詳しくは、大阪労働局賃金課〔０６(６９４９)６５０２〕、または最寄り

の労働基準監督署にお問い合わせください。

　現在の時間額は、下表のとおりです。

　必ずチェック最低賃金！
　　　　　　使用者も　労働者も

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み
の

世
帯
、
ま
た
は
病
気
や
け
が
な

ど
で
一
時
的
に
ご
み
を
収
集
場

所
ま
で
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難

な
人
は
、
申
請
し
て
い
た
だ
く

と
戸
別
に
ご
み
を
収
集
し
ま

す
。
　
燃
え
る
ご
み
は
週
１
回
、
粗

大
・
資
源
ご
み
は
毎
月
　
日
以

２９

降
の
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
に
予
約
に
よ
り
収
集
し
ま

す
。　

申
請
方
法
　
衛
生
課
に
備
え
付

け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人

か
ら
証
明
を
受
け
て
、
同
課

（
内
線
１
４
４
～
１
４
６
）
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

・
町
総
代
（
自
治
会
長
）

・
地
域
の
民
生
委
員

※
一
度
申
請
し
て
い
た
だ
く
と

継
続
し
て
収
集
し
ま
す
が
、
申

請
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
公
益
活
動
が
親
し
み
や

す
い
活
動
だ
と
い
う
こ
と
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
市
民
公
益
活
動
団

　
　
年
　
月
に
成
立
し
た
「
生

２５

１２

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
基

づ
い
て
、
　

年
４
月
か
ら
「
生

２７

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
　

年
４

２６

月
に
生
活
支
援
課
内
に
生
活
支

援
係
を
設
置
し
、
　

年
４
月
か

２７

ら
の
事
業
実
施
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

※
本
市
に
お
け
る
支
援
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
決
ま
り
次
第
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
生
活
支
援
課
」
の
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
支
援
課

（
内
線
１
９
８
）

ごみの
ふれあい収集

と
き
　
２
月
　
日

、
午
前
　

１５

１１

時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ（
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
、
４
階
ロ

ゼ
サ
ロ
ン
な
ど
）

内
容
　
パ
ネ
ル
展
示
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
演
芸
会
、
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
報
告
会

な
ど

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
第
　
回
ひ
ろ
と

１０

ん
実
行
委
員
会
事
務
局
〔

　(２６)

７
８
８
７
〕

体
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
や
発
表

な
ど
を
通
じ
て
交
流
す
る
同
広

場
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。



８



９

募
集
職
種
　
保
健
師
ま
た
は
、

地
域
保
健
な
ど
の
業
務
に
従
事

経
験
の
あ
る
看
護
師

採
用
予
定
人
数
　
１
人

※
常
勤
（
週
５
日
勤
務
）
嘱
託

職
員
と
し
て
採
用
予
定
。

試
験
日
　
２
月
　
日

　

１９

採
用
予
定
 日
　
４
月
１
日


申
込
書
の
配
布
・
受
け
付
け

募
集
職
種
《
担
当
課
》

◆
庁
舎
管
理
（
空
調
設
備
管
理

補
助
員
）《
総
務
課
（
内
線
３
３

１
）
》

◆
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
補
助

員
）《
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線
２

９
６
）
》

◆
市
立
保
育
所
保
育
士
・
保
健

師
（
看
護
師
）・
調
理
員
《
こ
ど

も
未
来
室
（
内
線
２
９
６
）
》

◆
幼
児
教
室
保
育
士
・
保
育
補

助
員
《
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線

２
０
８
）
》

◆
市
立
幼
稚
園
園
務
員
・
小
学

校
校
務
員
《
教
育
総
務
課
（
内

線
３
５
２
）》

◆
富
田
林
斎
場
火
葬
業
務
補
助

登
録
者
《
衛
生
課
（
内
線
１
４

９
）
》

◆
小
学
校
給
食
補
助
員
・
補
助

員
代
替
え
登
録
者
《
第
一
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
〔

　
８
３
０

（３４）

市
臨
時
的
任
用
職
員
を
募
集

（
ア
ル
バ
イ
ト
）

（
一
財
）
市
福
祉
公
社
               

          「
け
あ
ぱ
る
」
職
員
募
集

２
〕、
第
二
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
〔

　
５
２
１
１
〕》

（２８）

◆
文
化
財
施
設
管
理
員
《
文
化

財
課
（
内
線
５
０
８
）》

◆
図
書
館
司
書
業
務
補
助
員

《
中
央
図
書
館
〔

　
４
９
２

（２５）

１
〕、
金
剛
図
書
館
〔

　
１
１

（２８）

７
１
〕》

◆
市
役
所
電
話
交
換
手
登
録
者

《
総
務
課
（
内
線
３
３
１
）》

◆
市
役
所
業
務
一
般
事
務
登
録

者
《
人
事
課
（
内
線
３
２
３
）》

※
勤
務
日
、
勤
務
地
、
業
務
内

容
、
申
し
込
み
方
法
、
申
し
込

み
期
間
な
ど
は
、
市
臨
時
的
任

用
職
員
試
験
実
施
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
、
同
実
施
要
領
は
担

当
課
で
配
布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ「
人
事
課
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

２
月
１
日

～
　
日

 （
月
曜

１０

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
ま
で
に
、
け
あ
ぱ
る
総
務

課
〔

　
８
６
０
０
〕
で
配
布

（２８）

す
る
所
定
の
申
込
書
に
写
真
を

貼
っ
て
必
要
事
項
を
記
入
し
、

資
格
証
明
書
な
ど
を
添
え
て
同

課
へ
　

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

す
。
　
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
封
筒

は
、
　

年
度
に
使
用
す
る
予
定

２７

で
す
。

　
な
お
、
広
告
主
は
事
業
者
で

　
本
市
で
は
、
経
費
の
削
減
に

努
め
る
た
め
、
地
元
企
業
な
ど

の
広
告
を
掲
載
し
た
同
封
筒
を

作
成
し
、
無
償
で
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま

広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封
筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒
ののののののののののののののののののののののののののののの
無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

広
告
入
り
封
筒
の
無
償
提
供
者
をををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
募
集

～
児
童
手
当
な
ど
の
通
知
書
・
案
内
書
送
付
用
～

募
集
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

無
償
提
供
枚
数
　
１
万
５
０
０

０
枚

申
し
込
み
　
２
月
６
日

～
　２０

日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
）
ま
で
に
、
こ
ど
も
未
来

３０室
（
内
線
２
０
３
）
へ
　

※
募
集
要
領
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
こ
ど
も
未
来
室
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

高齢者・障がい者などの

移動困難者の移動手段

確保に関するセミナー

　
今
後
、
増
大
す
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
の
移
動
困
難
者

に
対
し
て
、
移
送
支
援
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
移
動
困

難
者
の
現
状
や
必
要
な
移
送
支

援
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き
　
２
月
　
日

、
午
後
６

１０

時
　
分
～
８
時

３０
と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
　
※
駐
車
場
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

内
容
　
大
藤
　
武
彦
さ
ん
（
㈱

交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
所
代
表
）、

柳
原
　
崇
男
さ
ん
（
近
畿
大
学

講
師
）
に
よ
る
基
調
講
演
、
本

市
周
辺
で
実
際
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
移
送
支
援
の
事
例
紹
介

対
象
者
　
市
内
在
住
の
人
、
福

祉
関
係
者
、
交
通
事
業
者
、
町

会（
自
治
会
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

定
員
　
　
人
（
当
日
、
直
接
会

５０

場
へ
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）　


